

















荻 原 千 聡
〔序〕
第 1ステージを除 くアルカリ金属グラファイ トは,低温 (≦ 100K)でH2分子を疲鹿する｡
H2吸収による伝導電子の数の変化や,格子振動に対する影響 を調べるため,ラマンスペクト
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佐 川 雅 一
I･ ベロブスカイ ト型イオン結晶KMgF3に低濃度(<3% )でNi2+をドー プすると,適当
な濃度になるとNi2+がF-をはさんで超交換相互作用によって結合し孤立したスピン対を
形成する｡ このスピン対のESRにっいて報告する｡
Fig.1がNi濃度a-1.43%の測定スペクトルである. 中心部に大きさF~核とのsht
構造をともなっている. これから結合方向上にあるF-の2S軌道-のNi2+の3d電子のし
み出しの割合 fsとして4%程度という大きな値を得たo
Fig.2は同じ試料の強度の温度変化であるo 破線は常磁性帯磁率と9-1のPopulation
を考慮した理論曲線である｡ これから交換相互作用
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